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新しく開発されたセファロスポリン系抗生物質CS-807の 尿路感染症に対する治療効果について

臨床的検討を行った。

尿路感染症41例 に対して本剤を1回100～200mg内 服1日2回,5～7日 間投与 し,以 下の結

果を得た。

1)急 性単純性膀胱炎4例 は主治医判定では全例著効であった。

2)複 雑性尿路感染症37例 のうち,UTI薬 効評価基準で判定可能であった18例 において,総 合

臨床効果は著効8例(44%),有 効3例(17%),無 効7例(39%)で 総合有効率は61%で あった。

3)細 菌学的効果は,21株 中17株 が消失し消失率は81%で あった。

4)自 ・他覚的症状 としては湿疹 と下痢が1例 ずつ認めら札 本剤の副作用の可能性が示唆され

た。臨床検査値異常として1例 にGOT,GPTの 軽度上昇を認めたが,本 剤との因果関係は不明

であった。

5)以 上より本剤は尿路感染症の治療に有用であると考えられた。

CS-807は三共株式会社で開発 された経口用セファロ

スポリン剤である。本剤は,優 れた抗菌活性を示すが経

口吸収されないR-3763の 第4位 のカルボキシル基にイ

ソプロポキシカルボニルオキシエチルをエステル結合さ

せることにより,経口吸収性 を高めた薬剤である(Fig.

1)。

今回,著 者らは泌尿器科領域の尿路感染症にCS-807

を投与し,そ の臨床効果および副作用について検討した

ので報告する。

1.対 象 と 方 法

1.対 象

対象となった症例は,昭 和60年9月 か ら昭和61年3

月までに広島大学医学部附属病院泌尿器科および松山赤

十字病院泌尿器科を受診した尿路感染症患者41例 であ

る。年令は29歳 から85歳 性別は男性17例,女 性24例

であった。疾患の内訳は37例 が複雑性尿路感染症で,

4例が急性単純性膀胱炎であった。

Fig. 1 Chemical structure of CS-807 and R-3763
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Table 1 Clinical summary of UTI cases treated with CS-807(1)

A.S.C.: Acute simple cystitis
C.C.P.: Chronic complicated pyelonephritis

N.V.D.  Neurogenic bladder

P.C.: Prostatic cancer
C.C.C.: Chronic complicated cystitis
B.P.H.: Benign prostatic hypertrophy
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Table 1 Clinical summary of UTI cases treated with CS-807 (2)

Before treatment

After treatment
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Table 2 Overall clinical efficacy of  CS.807 in complicated UT!

複雑性尿路感染症の基礎疾患の内訳は神経因性膀胱

12例,前 立腺肥大症8例,前 立腺癌5例,上 部尿路結石

5例,慢 性膀胱炎3例,膀 胱腫瘍2例,前 立腺肥大症術

後1例,尿 道狭窄1例,轟 胞腎1例 であった。

2.方 法

CS-807の 投与方法は,1回100～200mg内 股1日2

回,5日 間投与を原則とした。

臨床効果の判定はUTI薬 効評価基準(第3版)監)に 準

じて行った。

II.臨 床 成 績

1.臨 床効果

検討した41例 の臨床所見の概略を一括してTable1

に示 した。

a.急 性単純性膀胱炎(症例1～4)は,本 剤投与後

全例に膿尿および細菌尿の消失を認め,主 治医判定は全

て著効であった。

b.複 雑性尿路感染症のうち,症 例5～22の18例 が

UTI薬 効評価基準による判定が可能であった。膿尿に

対する効果では正常化8例(44%),改 善2例(11%),

不変8例(44%)で,細 菌尿に対する効果では陰性化11

例(61%),菌 交代3例(18%),不 変4例(22%)で あっ

た。総合臨床効果は著効8例(44%),有 効3例(17%),

無効7例(39%)で,総 合有効率は61%で あ った(Table

2)。

疾患病態群別の治療効果では,1群 は症例なし,2群

は0%,3群 は0%,4群 は85%,5群 は0%,6群

は0%で,単 独菌による下部尿路感染症に特に有効率が

高 か った(Table3)。

2.細 菌学 的 効 果

CS-807投 与 前 の 分離 菌株 は21株 で,本 剤投 与後には

17株 が 消 失 し,消 失率 は81%で あった。菌 種別 にみ る

と細 菌消 失 率 は,S.epidermidis,E.faecium,E.coli,

A.calcoaceticus,E.cloacae,E.aerogenes,P.vulgar.

is,Achromobacter,Pseudomonas spは いずれも

100%,E.faecalisは60%で あ り,s.marcescens,M.

morganiiの 各1株 は消 失 しな か った(Table4)。

投 与後 の 出現 菌 は5株 でEdurans1株(20%),P

aeruginosa2株(40%),Pseudomonassp.2株

(40%)で あ った(Table5)。

3.副 作 用

対象 症 例41例 に お いて本 剤 に よる と思 われ る自 ・他覚

的 症状 として の副 乍用 は2例 み られ た。1例 は会陰部の

湿 疹 で,も う1例 は下 痢 で あ ったが,両 症例 とも投薬中

止 と対症 療 法 に よ り症 状 は消 失 した(Table6)。 また

臨 床 検 査値 異常 と して1例 にGO工GPTの 軽度 上昇

をみ た が,そ の後 の経 過 観 察が な され ていないため,投

与 後 降 下 した か ど うか は 不明 で あ り,CS-807と の因果

関係 は明 らか で は ない(Table7)。

III.考 察

新 し く開発 された セ フ ァロスポ リン系抗 生物質である

CS-807は,R-3763の 経 口吸 収性 を 向上 させ るた め第

4位 の カ ル ボ キ シル基 に イ ソプ ロポ キシ カル ボニルオキ

シエ チル を エ ステ ル結 合 させ る ことに よ り得 られた もの

で以 下 の特 徴 を有 す る。
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Table 3 Overall clinical efficacy of CS-807 classified the type of infection

Table 4 Bacteriol. response to CS-807 in complicated UTI

* Persisted: Regardless of bacterial count

Table 5 Strains* appearing after CS-807 treatment

in complicated UTI

*Regardless of bacterial count

1.グ ラム陽性菌およびグラム陰性菌に対し幅広い抗

菌作用を示し,そ の作用は殺菌的である。

2.β-lactamase,特 にcephalosporinase,

peniciLlinaseに よってほとん ど分解 されない。また

cefuroximaseに はやや分解されるが,CXMやCTX

よりも安定である。

3.経 口投与後はおもに腸壁のエステラーゼにより加

水分解され,活 性なR-3763と して速やかに吸収,分 布

し,代 謝を受けることなく約50%が 尿中に排泄される

(食後投与時)。

4.食 後投与時には,空 腹時投与に比較 して尿中回収

率が約50%増 加 する2)。

以上のことをふまえて著者らは本剤を尿路感染症に使

用 し,そ の臨床的評価を行った。

臨床効果では,急 性単純性膀胱炎4例 はすべて著効,

複雑1生尿路感染症においては18例 中著効8例 有効3

例,無 効7例 で,総 合有効率 は61%と 良好 な結果で

あった。特に下部尿路の単独菌感染症の場合は85%と

非常に高い有効率が得 られた。

細菌学的効果では,細 菌尿の消失はグラム陽性菌で7

株中5株(71%),グ ラム陰性菌では14株 中12株(86%)

にみ ら払 本剤の幅広い抗菌作用が認められた。

副乍用については湿疹と下痢が1例 ずつあり,本 剤の

副作用の可能性が示唆された。 また臨床検査値異常とし

て1例 にGOT,GPTの 軽度上昇がみられたが,本 剤
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Table 6 Incidence of clinical adverse reactions

Table 7 Changes in laboratory test
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との因果関係は明らかでなかった。その他の症例には
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CS-807 IN URINARY TRACT INFECTIONS
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Clinical studies on CS-807, a new cephalosporin antibiotic for oral use, were performed and following

results were obtained.

Forty-one patients with urinary tract infection were given CS-807 at daily dose of 200mg or 400mg for 5 to

7 days.

Clinical efficacy, evaluated by the criteria of the Japanese UTI Committee, was:

1) In 4 case of acute uncomplicated cystitis, excellent in all the cases.

2) In 18 cases chronic complicated urinary tract infections, moderate or excellent in 11, and poor in 7

(efficacy rate : 61%).

3) Bacteriologically, 17 of 21 strains isolated were eradicated (eradication rate : 81%).

4) As to adverse reactions, in one case of eruption and one of diarrhea administration of CS-807 was

discontinued. As to abnormal laboratory findings, slight elevation of GOT and GPT was observed in one case

after treatment.

5) From these results, we consider CS-807 to be a useful drug in the treatment of urinary tract infections.


